
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 26 年第 1 回定例区議会 一般質問報告 

（2 月 24 日～3 月 27 日） 

 

◇教科書採択における評価のあり方 

「質問」 デジタル教材などは教師の授業力向上や事務負担の

軽減に効果的だが、教科書会社により内容に大きな差

があると聞く。教科書採択では、この点も十分考慮せ

よ。 

「答弁」 教科書に則した教材なども考慮し適正、公正に手続を

進める。 

◇地域と医療機関との連携強化 

「質問」 地域包括ケアシステムを構築し、特養ホームの入居者

などを支援するには、地域のかかりつけ医の協力が欠

かせない。区は医療機関との連携強化に取り組め。 

「答弁」 医療機関との連携をさらに深める必要があると認識

している。 

◇国保料率の算定方法の是正 

「質問」  特別区は高額療養費や葬祭費などを除いて国保料の

賦課総額を独自に算定している。今後制度の運営主体

が都道府県になることを見据え、これらを全て算入せ

よ。 

「答弁」 特別区では高額療養費などを段階的に算入するとし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 26 年 3 月 予算特別委員会 

 

◇ごみの収集と排出について 

「質問」 資源分別を前提とするごみ処理システムが定着して

きたと聴いているが、ごみの排出量やリサイクル率は

近年よりほぼ横ばいか微減である。新たな転入者が増

える４月に分別されないごみが目立つ気がするが、ご

み処理ルールの周知はどのようにしているのか。 

「答弁」 転入者への周知は、転入手続の際にルールブックを配

布している他、インターネットやメールサービスでの

お知らせも行っているが、状況改善に向けて不動産業

界団体の協力を得て、分別方法のリーフレット配布・

集積場所での説明を現在お願いしているところであ

る。 

 

「質問」 清掃事務所及びその関係者の方々は大変苦労なさっ

ていると思うが、集積所に関する区民からのクレーム

はどのようなものが多いのか、またその対応はどのよ

うなものなのか。 

「答弁」 収集曜日や分別方法などのルールの不順守・また不法

投棄などが多く寄せられる。対応としては担当職員に

よる状況確認後、相談者と面会、排出者の特定ができ

れば説明・理解を得るなどの策をとっている。 
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こんにちは！あべ弘幸です！ 
 雨の多い季節ですが、みなさまいかがお過ごしでしょうか？ 

 私、あべ弘幸は第一回定例会・臨時会・常任委員会・特別委員会で精力的に活動し、少しでも多くの区民の皆様の声を議会に届け

ていく、より良い政策を実現するため日々邁進してまいります！今後ともあべ弘幸をどうぞよろしくお願いいたします。 

Twitter https://twitter.com/jimin_abe  Facebook https://www.facebook.com/hiroyuki.abe 

Twitter と Facebook で様々な活動報告をしております。フォロー・友達リクエストをよろしくお願いいたします。 

TOPICS 

世田谷区からのお知らせ（詳細につきましては世田谷区のホームページからご覧ください） 

・乳がん検診無料クーポン券を受け取られた皆様へ（お詫び） 

・臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金について 

・「熱中症予防 お休み処」をご利用下さい。 
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「質問」 スマートフォン用のアプリを開発し、ごみ減量施策に

取り組んでいる自治体もあると聴くが検討すべきで

は？ 

「答弁」 ごみ問題に対しての無関心層を対象とした普及啓発

も大きな課題であり、スマートフォンの活用など、情

報を受け取る側の特性を踏まえた情報提供等につい

て、他の自治体の状況も踏まえながら検討をしている。 

 

「質問」 高齢者や障害者のごみの収集について当然配慮が必

要だと思うが現在のどう取り組んでいるのか。 

「答弁」 ごみ出しが困難な方々を対象に玄関先などからの収

集を実施しており、また異変が確認された場合はケア

マネージャーや保健福祉課と連携し状況確認をして

いる。 

 

「質問」 ごみ出しが重荷になっている高齢者や障害者を対象

に、自宅のごみの片づけなどの支援を行っている自治

体があるが、世田谷区の見解は？ 

「答弁」 そういった支援は昨年 9 月から試行しており、平成

27 年度から本格実施に向けて取り組んでいる。 

 

◇総合支所におけるＢＣＰ（事業継続計画）について 

「質問」 平成 22 年 10 月に策定された災害対策計画は、現在各

総合支所はこの 3年半、想定どおりに整備や周知、訓

練は進んでいるのか、また、現時点で問題点はあるの

か？ 

「答弁」 重要度の高い業務について項目ごとに重要度を検討

した絞り込みを行っている。区の総合防災訓練として

図上訓練を実施しているが課題もある。対応策を策定

しいかに具体化していくか検討していく。 

 

「質問」 東日本大震災などのデータの検証から、世田谷区での

自助リスク、共助リスクの高いエリアを想定した対応

を今後把握し、周知・適切な対応が必要では？ 

「答弁」 災害対策の周知を図り、データ分析で被害想定等を作

成し、災害対策が効果的・効率的に実施できるように

努める。 

 

◇スポーツ推進計画について 

「質問」  スポーツは、単に健康増進や生きがいの創出ではな

く、地域コミュニティーの活性化にも貢献することで

も賛同するが、区は、今後どのようなスポーツ環境の

整備を検討しているのか。また、区民の要望に合った

整備が必要と思うが、区の見解は？ 

「答弁」  今後、東京都の動向を注視し、関係所管と連携しな

がら、整備方法や具体的な活用方法などを検討してい

く。 

 

◇地区医療的環境の取り組みについて 

「質問」  あんしんすこやかセンターが福祉の総合的な相談支

援を社協とともに担っていくとしているが、在宅医療 

 

 を行っている医療機関の情報など、医療についての相

談はできるのか。 

「答弁」 あんしんすこやかセンターでは、担当地区の医療資源

等の把握を行い、医療機関や訪問看護ステーション等

との関係づくりに取り組み、担当地区の在宅医療を行

う医療機関等の紹介を行っている。今後、在宅医療等

の相談の充実を図っていく。 

 

 

 

 

●2014 年 4 月 16 日～18 日 

世田谷議員連盟として、台湾に視察に行って参りました。  

台北市議会にて、副議長との会談、午後に台北市立中正国民中学

へ訪問しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政視察 

 
あ べ 弘 幸 プロフィール 
 
昭和３７年１月 東京都北区に生まれる   

昭和６３年３月  日本大学松戸歯学部卒業   

昭和６３年４月～平成３年８月 

  弘進会宮田歯科大崎診療所勤務 

平成３年９月 世田谷区下馬にて あべ歯科医院開設 院長 

平成２１年４月 東京都歯科医師連盟世田谷支部 専務理事

  

平成２３年４月  世田谷区議会議員 初当選  

  

[趣味]ゴルフ、スキー、テニス 

[家族]妻、長女（高校 3 年）、次女（高校 1 年）、犬（オス） 

 

平成２３年統一地方選挙におきまして、世田谷区議会議員に初当選いたしま

した。 

下馬で２０年歯科医師として歯科医療を通じ、又駒留中学校・幼稚園などの校

医・園医、野沢こども園歯科医としてこども検診、予防等に貢献してまいりま

した。 

私は、病気の治療、予防を行うだけでなく医療・福祉に携わる全ての人々が区

民の皆様のためによりよいサポートができるような活動をこの世田谷で行っ

ていきたい。私の使命は区民の皆様が常に自分の健康を意識し、活力のある区

民生活を営める施策を区政に反映させて行くことだと思っております。 


